
平成 30 年 11 月 7 日  

名古屋教育医療記者会 各位 

名古屋市立大学 

担当：教育研究課長 田中 雅隆 

電話：052-853-8076 

（名古屋市政記者クラブと同時発表） 

 

ウインクあいちで名古屋市立大学病院 

医療デザイン研究センター講演会を開催します 

 

名古屋市立大学病院医療デザイン研究センターでは、「手術支援ロボット・医療への新し

いアプローチ・次世代の医療への蹊」をテーマとした一般市民等に向けた講演会を開催い

たします。 

つきましては、一般市民の方などに本講演を広く知っていただくためにご案内申し上げ

るとともに、あわせて是非ご取材いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

 

１ 日  時 平成 30 年 12 月 1 日(土) 18 時 30 分～20 時 30分（18 時開場） 
 

２ 場   所 ウインクあいち 902会議室 
  

３ 対 象 者 本学の教職員・学生、一般市民等 
 

４ 講演者等  〇挨拶 

           名古屋市立大学病院 副病院長 大手 信之 

〇パネリスト 

            九州大学大学院 名誉教授 橋爪 誠 

藤田医科大学大学院 教授 宇山 一朗 

名古屋市立大学大学院 准教授 岡田 淳志 

〇オーガナイザー 

 名古屋市立大学大学院 教授 國本 桂史 
 

５ 参 加 費 無料 
 

６ 定  員 先着 150名（事前申し込み不要。当日、直接会場にお越し下さい） 

 

A4サイズ：1ページ 別添あり 



橋爪 　 誠 先生　 九州大学 名誉教授 ( 北九州中央病院 )

宇山 一朗 先生　 藤田医科大学大学院 教授

岡田 淳志 先生　 名古屋市立大学大学院 准教授

國本 桂史 　 　 　 名古屋市立大学大学院 教授
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医療・ ヘルスケア分野と デザイ ンは、 限ら れた分野のみでの関係を 持ち、
「 医工連携」 と し てき た。 し かし 医療やヘルスケアの現場での状況や医
療技術を 支える 工学技術、 バイ オ科学技術などが大き く 進化し て、 その
関係はよ り 深く 高度なレ ベルになり つつある。 たと えば近年顕著な進歩
を と げている リ モート ・ サージェ リ ッ ク 技術・ VR 技術・ M R 技術・ 手
術支援ロ ボッ ト 技術なども その一つである。 新し い医療に関わるテク ノ
ロジーも 、 いままでにない方法論によ り 、 医療行為の新し い分野への対
応や、 医療行為の拡大に対応する ために周辺技術や概念を 取り 込んで統
合的なメ ディ カ ルデザイ ンへ変わるこ と が望まれる。 まさ に「 医工統合」
と し て、 人間と 医療と デザイ ンの新し い関係に取り 組む時期が来ている
と 考えら れる。

12   1月 日 ( 土 )

会場： ウイ ンク あいち 9 0 2
名古屋市中村区名駅4 丁目4 -3 8   TEL 0 5 2 -5 7 1 -6 1 3 1

主催： 名古屋市立大学　 後援： 名古屋市

お申し 込み・ お問合せ

名古屋市立大学病院 医療デザイ ン 研究セン タ ー 事務局

TEL 0 5 2 -8 5 3 -8 4 4 0  E-m a il m d rc@ m ed .n a g oya -cu .a c .jp

お申し 込み・ お問合せはこ ちら から講演会の内容はこ ち ら から
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講師プロフ ィ ール

名古屋市立大学病院 医療デザイ ン研究センタ ー講演会

「 手術支援ロボッ ト ・ 医療への新し いアプローチ・ 次世代の医療への蹊」

橋 爪  誠 （ はし づめ まこ と ） 先生

昭和 5 4 年九州大学医学部卒業、 同大第二外科入局。 平成 1 0 年同大第二外科助教授。 平成 1 1 年同大大学院医学系研究科災

害救急医学教授。 平成 1 5 年九州大学病院先端医工学診療部部長兼任。 平成 1 8 年～ 2 4 年同病院救命救急センタ ー長兼任。

平成 2 2 年九州大学先端医療イ ノ ベーショ ンセンタ ー長兼任。 平成 2 6 年九州大学主幹教授就任。 平成 2 8 年九州大学多元計

算解剖学国際研究センタ ー長兼任、 平成 3 0 年九州大学名誉教授就任、 平成 3 0 年北九州中央病院院長、 現在に至る。

主な研究分野は消化器外科、 門脈圧亢進症、 内視鏡外科、 災害救急医学、 ロボッ ト 外科、 イ ンテリ ジェ ント 治療を 目指し た手

術支援ロボティ ッ ク システムに関する研究に従事、 新学術領域「 多元計算解剖学」 領域代表。

主な受賞歴は、 第 4 1 回日本消化器外科学会会長賞受賞、 平成 1 8 年度文部科学大臣表彰科学技術賞受賞、 2 0 0 7 年度グッ ド

デザイ ン賞受賞、 2 0 0 7 年度今年のロボッ ト 大賞優秀賞および審査員特別賞受賞、 2 0 1 0 年 Bes t P a pe r Aw a rd  o f 

In te rna tiona l Con fe rence  on  Adva nced  M echa tron ics ほか。

九州大学  名誉教授

北九州中央病院  院長

宇 山  一 朗 （ う やま いち ろ う ） 先生

岐阜大学医学部卒業。 慶應義塾大学外科学教室入局、 慶應義塾大学外科学教室助手、 練馬総合病院外科医長、 藤田保健衛生大

学医学部外科学講師、 藤田保健衛生大学医学部外科学助教授、 藤田保健衛生大学医学部外科学教授を歴任。 専門は食道・ 胃外科、

内視鏡外科。 日本における腹腔鏡手術のパイ オニア。 日本にロボッ ト 手術をも たら し 、圧倒的な症例数を 誇るスーパード ク タ ー。

1 9 9 7 年、 日本で初めて腹腔鏡による胃全摘出術を 実施。 2 0 0 6 年、 当時ソ フ ト バンク ホーク スの監督であっ た王貞治の胃が

ん手術を 執刀。 腹腔鏡手術が日本に普及するき っ かけと なる。 2 0 0 9 年に国内初の第 2 世代手術支援ロボッ ト 「 ダヴィ ンチ

S 」 を 使用し た胃がん手術を 成功さ せる。 翌年、 ダヴィ ンチが日本で正式に認可さ れて以来、 現在までに 6 0 0 例以上のロボッ

ト 手術を 実施。 支援ロボッ ト を使用し た胃がん、 食道がん、 肝臓がん、 すい臓がんの手術で日本一の執刀数を 誇る。 2 0 1 2 年

から ダヴィ ンチ低侵襲手術ト レーニングセンタ ーのセンタ ー長を兼任。 ロボッ ト 手術のけん引役と し て広く 活躍する。

藤田医科大学 教授

藤田医科大学病院 総合消化器外科  教授

岡田 淳志 （ おかだ あつし ） 先生

1 9 9 8 年、 名古屋市立大学医学部を 卒業。 2 0 0 8 年、 医学博士号を 取得。 日本泌尿器科学会の専門医・ 指導医を始め、 がん治

療認定医、 腹腔鏡技術認定医、 da  V inc i®  Cons o le  S u rg eon  認定医、 泌尿器ロボッ ト 支援手術プロク タ ー、 日本ロボッ ト 外

科学会国内 A 級専門医を 取得し 、 患者の治療だけでなく ロボッ ト ・ 腹腔鏡手術の指導医と し て後進の育成に当たっ ている。 ま

た尿路結石の領域におけるマク ロフ ァ ージを 用いた新規治療薬の基礎研究は国内外から 高く 評価さ れており 、 日本医師会医学

研究奨励賞を 始め、 日本泌尿器科学会、 米国泌尿器科学会、 欧州泌尿器科学会など多く の学会賞を 受賞し ている。 2 0 1 8 年 4

月より 、 名古屋市立大学大学院医学研究科 腎・ 泌尿器科学分野の准教授を 務めている。

名古屋市立大学大学院 准教授

國 本  桂 史 （ く にも と  かつし ） く にも と  かつし ）

国内外で多数のデザイ ンディ レク ショ ン、 プロダク ト デザイ ンを手がけ、 産業開発などの分野で多く の戦略的デザイ ンを行い、

航空宇宙から 医療・ ヘルスケア , 次世代電気自動車へ研究と デザイ ンを 展開し ている。 多く の医療機器開発プロジェ ク ト を展

開し 、 経済産業省 課題解決型医療機器の開発・ 改良に向けた病院・ 企業間の連携支援事業においてプロジェ ク ト リ ーダーを 務

める。 名古屋市立大学附属病院にてメ ディ カ ルイ ノ ベーショ ンプロジェ ク ト を 立ち上げ医療デザイ ン研究センタ ーのセンタ ー

長を 務める。 国立研究開発法人： 国立成育医療研究センタ ー研究所・ 医療機器開発部長。 国立大学法人： 北陸科学技術大学院

大学客員教授。 開発を 行っ た「 使いやすく 、 人体を 傷つけない新型喉頭鏡」 を 2 0 1 5 年に医療機器と し て世界市場に投入、

Good  D es ig n  Aw a rd®  P roduc t D es ig n で M ed ica l a nd  S c ien tifi c 部門において Bes t in  Ca teg o ry ( オースト ラ リ ア )

受賞、 S ucces s fu l D es ig n  Aw a rd s  ( 中国 ) 年度最成功設計賞、 P IN  U PP デザイ ンアワード ( 韓国 )、 グッ ド デザイ ン賞 ( 米

国 ) を受賞、 多く のミ ュ ージアムでパーマネント コ レ ク ショ ンになっ ている。 他に日本のグッ ド デザイ ン賞を はじ め世界各国

のデザイ ン賞を多数受賞

名古屋市立大学大学院 教授

名古屋市立大学病院 医療デザイ ン 研究セン タ ー セン タ ー長


